
   

印
旛
沼
地
区
 
旧
埜
原
機
場
送
水
管
 

充
填
工
法
検
討
会

 
説
明
資
料
 

 

2
0
2
3
年

1
月

1
6
日
 

印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業
所
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１
．
設
計
条
件
 

(
１
)
送
水
管
 

①
路
線
 

充
填
対
象
の
送
水
管
は
、
埜
原
機
場
か
ら
吐
出

水
槽
ま
で
を
つ
な
ぐ
約

1
.
5
k
m
管
路
で
昭
和

3
9
年
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
送
水
管
の
附
帯
工
と
し
て
、
路
線
途
中
に
人
孔
が
２
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
 

 

 

 
 

人
孔
１
 

人
孔
２
 

送
水
管
路
線
図
（
航
空
写
真
）
 

印
旛
沼
 

利
根
川
 

将
監

川
 

送
水
管

 送
水
管
位
置
図
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始
点
 
埜
原
機
場
 

始
点
側
 

終
点
側
 

終
点
 
吐
出
水
槽
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②
管
仕
様
 

送
水
管
の
仕
様
は
以
下
の
と
お
り
。
 

 
管
種
：
遠
心
力
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
Ｂ
形
 

 
口
径
：
1
,
0
0
0
m
m
 

 
長
さ
：
L
=
4
,
0
0
0
m
m
 

 
基
礎
：
梯
子
胴
木
 

 
耐
圧
：
3
k
g
/
c
m
2
（
※
推
定
）
 

 
人
孔
：
鋼
製
異
形
管
φ
8
0
0
m
m
 

 
状
況
：
改
良
区
に
確
認
し
、
漏
水
の
変
状
は
生
じ
て
い
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
 

印
旛
沼
開
発
事
業
 
竣
功
工
作
物
引
継
図
書
「
送
水
管
基
礎
工
詳
細
図
」
 

水
資
源
開
発
公
団
印
旛
沼
建
設
所
 

 ※
耐
圧
の
推
定
 

φ
1
,
0
0
0
か
ら
右
図
の
表
１
よ
り

1
～
3
k
に
絞
ら
れ
、
圧
力
管
路
で
は
静
水
圧
(
1
k
)
の

2
倍
に
衝
撃
水
圧
を
加
算
し
た
水
圧
が
望
ま
し
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
3
k
(
静
水
圧

1
k
(
9
.
8
m
)
×
2
+
α
)
と
判
断
 

 
静
水
圧
：
吐
出
水
槽
天
端
標
高

1
0
.
3
2
m
－
送
水
管
始
点
管
中
心
高

0
.
5
2
m
＝
9
.
8
m
 

 

遠
心

力
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
管

 

1
,0

0
0
m

m
 

4
.0

0 
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③
縦
断
勾
配
 

 
埜
原
機
場
よ
り
上

り
勾
配
で
、
1
.
5
k
m
で

1
.
3
m
高
く
な
っ
て
お
り
、
平
均
勾
配

1
/
1
,
1
5
3
と
な
る
。
ま
た
、
区
間
勾
配
は
、
L
E
V
E
L
～
1
/
3
8
0
で
あ
る
。
 

↗
 
I=

1
/
3
,9

7
0 

→
 L

E
V

E
L
 

↗
 
I=

1
/
1
,0

0
0 

↗
 
I=

1
/
3
8
0 
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(
２

)
地
盤
状
況
 

地
盤
：
送
水
管
が
埋
設
す
る
範
囲
に
お
い
て
は
。
主
に
沖
積
粘
性
土
層
が
分
布
す
る
 

土
質
：
粘
性
土
 

Ｎ
値
：
1
～
3
 

地
下
水
位
：
深
度

0
.
3
0
～
0
.
7
5
m
 

 

 
→
地
盤
は
軟
弱
な
た
め
、
沈
下
し
な
い
よ
う
充
填
材
は
水
と
同
等
と
す
る
必
要
が
あ
る
 

 
→
開
削
を
行
う
場
合
に
は
、
地
下
水
の
排
水
対
策
が
必
要
と
な
る
 

 

 

        

[
地
質
想
定
断
面
図

1
]
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

A
s2

：
沖

積
第

2
砂

質
土

層
 

A
s1

：
沖

積
第

1
砂

質
土

層
 

A
c
：沖

積
粘

性
土

層
 

沖
積

粘
性

土
層

(A
c)

：
N

値
1～

3
(平

均
0.

4
1
) 

沖
積

第
1

砂
質

土
層

：
N

値
1～

1
3
(平

均
5
.0

0)
 

沖
積

第
2

砂
質

土
層

：
N

値
3～

1
7
(平

均
1
2
.3

3
) 
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[
地
質
想
定
断
面
図

2
]
 

                      

[
地
質
想
定
断
面
図

3
]
 
 

                
 

A
c
：沖

積
粘

性
土

層
 

沖
積

粘
性

土
層

(A
c)

：
N

値
1～

3
(平

均
0.

4
1
) 

沖
積

第
1

砂
質

土
層

：
N

値
1～

1
3
(平

均
5
.0

0)
 

沖
積

第
2

砂
質

土
層

：
N

値
3～

1
7
(平

均
1
2
.3

3
) 

A
c
：沖

積
粘

性
土

層
 

A
s1

：
沖

積
第

1
砂

質
土

層
 

沖
積

粘
性

土
層

(A
c)

：
N

値
1～

3
(平

均
0.

4
1
) 

沖
積

第
1

砂
質

土
層

：
N

値
1～

1
3
(平

均
5
.0

0)
 

沖
積

第
2

砂
質

土
層

：
N

値
3～

1
7
(平

均
1
2
.3

3
) 

A
s1

：
沖

積
第

1
砂

質
土

層
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(
３

)
施
工
条
件
 

1
)
土
地
利
用
 

路
線
上
で
は
、
大
部
分
は
農
地
下
で
、
残
り
は
道
路
や
排
水
路
で
あ
る
。
農
地
は
水
田
で
、
道
路
は
、
東
西
方
向
に
片
側
１
車
線
の
２
車
線
道
で
あ
る
、
印
西
市
認
定
道
路
（
1
0
1
 
安
食
卜
杭
・
中
田
切
線
 
幅
員

6
m
）
と
こ
れ
に
接
続
す
る
耕
作
道
路

(
幅
員

2
.
5
m
程
度
)
で
あ
る
。
 

始
終
点
付
近
に
は
、
宅
地
が
あ
り
、
1
0
1
号
安
食
卜
杭
・
中
田
切
線
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
耕
作
道
路
を
生
活
道
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
 

 

 
 

        

 

1
0
1

号
安

食
卜

杭
・
中

田
切

線
 
B

=
6
.2

m
 

写
真

1
 

写
真

3
 

写
真

2
 

写
真

4
 

耕
作

道
 
B

=
2
.5

m
 

写
真

5
 

耕
作

道
 
B

=
2
.9

～
3
.8

m
 

写
真

6
 

耕
作

道
 
B

=
2
.5

～
2
.8

m
 

写
真

7
 

耕
作

道
 
B

=
3
.5

m
 

写
真
１
 
県
道

1
2
号
か
ら

1
0
1
安
食
卜
杭
・
中
田
切
線
へ
の
入
り
口
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道
路
幅

3
.
5
ｍ
 

道
路
幅

6
.
2
ｍ
 

写
真
３
 
1
0
1
安
食
卜
杭
・
中
田
切
線
切
線
（
1
号
支
線

道
路
幅

2
.
5
ｍ
 

写
真
４
 
耕
作
道
路
 

道
路
幅

2
.
5
～
2
.
8
ｍ
 

(
写
真
位
置

2
.
5
m
)
 

写
真
６
 
耕
作
道
路
（
1
号
支
線
）
 

道
路
幅

2
.
9
～
3
.
9
ｍ
 

(
写
真
位
置

3
.
8
m
)
 

写
真
５
 
耕
作
道
路
 

写
真
７
 

耕
作
道
路
（
吐
出
水
槽
）
 

写
真
２
 
1
0
1
安
食
卜
杭
・
中
田
切
線
（
送
水
管
の
交
差
部
）
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2
)
施
工
時
期
：
非
か
ん

が
い
期
（
９
月
～
３
月
）
内
に
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
、
工
事
期
間
は
１
０
月
～
２
月
の
５
か
月
間
と
す
る
。
 

送
水
管
充
填
前
に
以
下
の
工
事
を
実
施

 

①
送
水
管
の
起
点
と
な
る
埜
原
機
場
を
撤
去
し
、
用
地
境
界
点
で
の
送
水
管
閉
塞
 

②
送
水
管
の

終
点
と
な
る
吐
出
水
槽
及
び
送
水
管
を
撤
去
し
、
吐
出
水
槽
か
ら
配
水
さ
れ
る
既
設
管
と

1
号
支
線
用
水
路
を
接
続
す
る
。
送
水
管
の
撤
去
は
、
後
述
す
る
立
坑
造
成
時
に
弁
室
（
1
-
2
号
制
水
弁
工
）
に
工
事
車
両
の
荷
重

影
響
が
な
い

範
囲
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。
 

 
 
 

 

   

 

    
 

①
埜
原
機
場
撤
去
工
事
で
の
送
水
管
撤
去
及
び
閉
塞
 

②
埜
原
機
場
撤
去
工
事
で
の
送
水
管
撤
去
及
び
閉
塞
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２
．
充
填
材
 

1
)
選
定
条
件
 

充
填
材
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
を
条
件
と
す
る
。
 

 
 

・
軟
弱
地
盤
で
沈
下
を
防
止
す
る
た
め
比
重
が
１
．
０
程
度
と
す
る
。
 

 
 

・
機
場
側
閉
塞
時
に
片
勾
配
の
た
め
管
内
水
が
排
水
さ
れ
る
が
、
全
量
が
排
水
さ
れ
る
か
は
不
透
明
で
あ
り
、
ま
た
、
管
内
が
ド
ラ
イ
空
間

に
な
ら
な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
中
分
離
し
な
い
材
料
と
す
る
。
 

 
 

・
注
入
材
の
強
度
は
、
設
計
基
準
「
水
路
ト
ン
ネ
ル
」
で
示
さ
れ
る
裏
込
充
填
材
の
強
度
や
管
更
生
（
鞘
管
工
法
）
の
充
填
材
で
求
め
ら
れ

る
強
度
と
同
等
と
し
、
1
.
0
(
N
/
m
m
2
)
と
す
る
。
な
お
、
選
定
す
る
材
料
は
、
一
軸
圧
縮
強
度

1
.
0
(
N
/
m
m
2
)
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 

・
改
良
区
に
確
認
し
、
地
上
部
で
漏
水
と
い
っ
た
変
状
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
管
は
健
全
で
送
水
管
か
ら
充
填
材
の
漏
れ
出
し

は
な
い
も
の
と
判
断
す
る
。
 

 2
)
材
料
 

充
填
材
料
と
し
て
、
エ
ア
ミ
ル
ク
や
エ
ア
モ
ル
タ
ル
等
の
非
可
塑
製
注
入
材
、
可
塑
材
を
添
加
し
た
可
塑
性
注
入
材
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

次
頁
の
材
料
比
較
表
に
材
料
諸
元
及
び
現
地
条
件
と
の
適
否
を
示
す
。
 

表
に
示
す
と
お
り
、
い
ず
れ
の
材
料
も
水
よ
り
軽
い
が
、
滞
水
に
抵
抗
性
を
有
す
る
材
料
と
し
て
「
①
エ
ア
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
（
エ
ス
フ
ォ
ー
ム
工
法
）
」「

②
セ
メ
ン
ト
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
＋
可
塑
剤
（
ノ
ン
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
充
填
材

T
M
-
3
0
0
z
e
r
o

工
法
）
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
確
実
に
水
中
分
離
を
生
じ
な
い
「
②
セ
メ
ン
ト
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
＋
可
塑
剤
（
T
M
-
3
0
0
z
e
r
o
工
法
）
」
を
採
用
す
る
。
 

（
今
後
の
検
討
に
お
い
て
、
管
内
水
を
強
制
排
水
に
よ
り
排
水
で
き
る
と
し
た
場
合
に
は
、
エ
ア
ミ
ル
ク
に
よ
る
充
填
と
す
る
）
 

  

   3
)
配
合
 

 
選
定
し
た
材
料
の
基
本
配
合
及
び
物
性
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
配
合
の
た
め
配
合
調
整
は
行
え
な
い
。
 

 

基
本
配
合
（
1
0
0
0
L
 

当
た
り
の
配
合
）
 

基
本
物
性
 

T
M
3
0
0
z
e
r
o
 

安
定
剤
 

ア
ト
ム
ブ
ロ
ッ
ク
 

水
 

生
比
重
 

フ
ロ
ー
値
 

（
φ

8
0
m
m
×
8
0
m
m
）
 

一
軸
圧
縮
強
度
 

（
2
0
℃
：
σ
2
8
）
 

3
0
0
k
g
 

1
.
0
L
 

2
.
0
k
g
 

7
8
0
k
g
 

1
.
0
8
g
/
c
m
3
±
0
.
1
0
 

1
8
0
m
m
以
上
 

1
.
0
N
/
m
m
2
以
上
 

  4
)
水

 

水
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
排
水
路
又
は
河
川
水
よ
り
取
水
し
利
用
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
水
質
調
査
を
行
い
、
右
表
の
品
質
基
準
を
満
足

す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
品
質
を
満
足
し
な
い
場
合
は
、
取
水
箇
所
の
変
更
ま
た
は
上
水
を
利
用
す
る
。
 

 

 

5
)
遅
延
硬
化
剤
 

遅
延
硬
化
剤
に
つ
い
て
は
、
下
記
よ
り
使
用
し
な
い
。
 

 
 

・
硬
化
を
遅
く
で
き
る
が
、
流
動
性
は
落
ち
て
く
る
。
長
時
間
充
填
し
て
い
る
と
流
動
性
が
な
く
な
っ
た
材
料
が
塊
で
移
動
し
、
充
填
ム
ラ
が
生
じ
る
。
 

 
 

・
遅
延
硬
化
剤
に
よ
り
硬
化
を
遅
ら
す
こ
と
で
、
隔
壁
へ
の
圧
力
が
大
き
く
な
る
。
 

 
 

材
料
 

圧
送
距
離

 
日
施
工
量
 

プ
ラ
ン
ト
ヤ
ー
ド
 

搬
入
車
両
 

備
考
 

【
可
塑
性
材
料
】
セ
メ
ン
ト
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
＋
可
塑
剤
 

（
ノ
ン
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
充
填
材
 

Ｔ
Ｍ
-
3
0
0
Z
e
r
o
工
法
）
 

1
,
0
0
0
ｍ
 

4
0
～
5
0
ｍ

2
 

（
6
4
m
施
工
）
 

車
上
よ
り
注
入

A
=
5
0
ｍ

2
 

6
t
ユ
ニ
ッ
ク
 

N
E
T
I
S
登
録
：
Q
S
-
1
9
0
0
2
6
-
A
 

設
計
基
準
「
水
路
ト
ン
ネ
ル
」
 

農
業
水
利
施
設
の
補
修
・
補
強
工
事
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
編
」
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
「
基
準
編
」
 

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
練
り
混
ぜ
水
の
品
質
規
格
（
案
）
）
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３
．
立
坑
 

(
1
)
方
針
 

送
水
管
で
は
路
線
途
中
２
箇
所
の
人
孔
を
活
用
し
て
充
填
を
行
う
。

ま
た
、
送
水
管
が
始
点
部
よ
り
緩
い
勾
配
（
L
E
V
E
L
～
1
/
1
,
0
0
0
）
で
あ
る
が
、
ス
パ
ン
３
の
中
間
付
近
か
ら
終
点
に
か
け
て
は
、
勾
配
が

1
/
3
8
0
で
日
打
設
量
(
5
0
m
3
)
を
充
填
す

る
区
間
長
(
6
4
m
)
の
高

低
差
は

1
7
c
m
生
じ
る
た
め
、
低
位
側
に
の
み
排
気
す
る
空
気
抜
き
管
を
設
置
す
る
と
充
填
不
足
を
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
終
点
に
は
立
坑
を
設
置
し
高
位
側
へ
排
気
す
る
空
気
抜
き
管
を
設
置
す
る
。
 

上
記
よ
り

、
各
ス
パ
ン
は
、「

ス
パ
ン
１
 
始
点
～
人
孔
１
」
、「

ス
パ
ン
２
 
人
孔
１
～
人
孔
２
」
、「

ス
パ
ン
３
 
人
孔
２
～
終
点
」
の
３
ス
パ
ン
で
、
ス
パ
ン
１
は
片
側
注
入
、
ス
パ
ン
２
は
両
側
注
入
、
ス
パ
ン
３
は
両
側
注
入
と
な
る
。
１
ス
パ

ン
長
は
、
約

5
0
0
m
と

な
り
、
圧
送
距
離
が

1
,
0
0
0
m
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
充
填
は
可
能
で
あ
る
が
、
充
填
延
長
が

長
い
た
め
、
注
入
管
の
設
置
延
長
が
長
く
な
る
。
一
方
で
、
設
置
費
用
は
要
す
る
が

立
坑
を
設
け
て
注
入
管

長
を
短
く
す
る
こ
と
を
で
き

る
こ
と
か
ら
、
「
立
坑

を
設
置
し
た
場
合
」
と
「
立
坑
を
設
置
し
な
い
場
合
」
に
つ
い
て
経
済
性
を
比
較
す
る
。
比
較
に
あ
た
っ
て
、
立
坑
の
設
置
位
置
は
、
注
入
管
長
が
最
も
短
く
な
る
よ
う
片
側
注
入
で
は
端
部
、
両
側
注
入
で
は
中
間
と
し
、
下
記

の
と
お
り
と
す
る
。

 

           

 

 

 

   
 

ス
パ
ン
 

人
孔
の
み
を
利
用
し
た
場
合
の
 

注
入
方
向
 

立
坑
の
設
置
検
討
位
置
 

端
部
 

中
間
点
 

ス
パ
ン
１
 

（
始
点
立
坑
～
人
孔
１
）
 

片
側
 

検
討
１
 
始
点
側
に
立
坑
を
設
置
 

※
始
点

は
、
閉
塞
後
の
再
開
削
が
で
き
な
い
た
め
、
 

借
地
可
能
な
下
流
の
農
地
に
設
置
す
る
。
 

検
討
２
 

（
始
点
側
は
、
検
討
１
の
結
果
を
反
映
す
る
）
 

ス
パ
ン
２
 

（
人
孔
１
～
人
孔
２
）
 

両
側
 

―
 

検
討
３
 

ス
パ
ン
３
 

（
人
孔
２
～
終
点
立
坑
）
 

片
側
 

終
点
側
に
立
坑
を
設
置
 

（
高
位
側
へ
の
排
気
の
た
め
）
 

検
討
４
 

（
終
点
側
は
、
検
討
２
の
結
果
を
反
映
す
る
）
 

検
討

２
 
中

間
点

 
検

討
３

 
中

間
点

 
検

討
４

 
中

間
点

 

検
討

３
 
中

間
点

 
検

討
４

 
中

間
点

 

検
討

1
 
始

点
 

終
点

立
坑

 

終
点

立
坑

 
検

討
1
 
始

点
 

検
討

２
 
中

間
点
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(
2
)
経
済
比
較
 

経
済
比
較
の
結
果
を
下
表
に
示
す
。
比
較
結
果
よ
り
、
立
坑
は
終
点
に
加
え
、
始
点
に
設
置
す
る
。
 

         

 
 

 

項
目
 

直
接
工
事
費
(
千
円
)
 

立
坑
な
し
 

立
坑
あ
り
 

検
討
１
 

ス
パ
ン
１
始
点
 

検
討
２
 

ス
パ
ン
１
中
間
点
 

検
討
３
 

ス
パ
ン
２
中
間
点
 

検
討
４
 

ス
パ
ン
３
中
間
点
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経
済
比
較
条
件
 

 
 
 
 

 
①

充
填
管
 

 
 

 
 
立
坑
か
ら
は
塩
ビ
管
φ
5
0
（
4
m
/
本
）
、
人
孔
か
ら
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
二
層
管
（
4
0
m
/
本
）
を
使
用
 

 
 

 
 
管
内
は
日
打
設
量
毎
（
延
長

6
4
m
）
に
間
仕
切
り
壁
を
設
け
、
各
間
仕
切
り
間
の
中
央
ま
で
管
内
充
填
管
を
配
置
し
、
打
設
後
は
存
置
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
設
置
本
数
分
の
材
料
費
＋
設
置
費
を
計

上
す
る
。
 

 
 
間
仕
切
り
壁
へ
の

注
入
管
は
、
注
入
後
は
、
隣
接
す
る
手
前
の
間
仕
切
り
壁
ま
で
の

切
断
、
洗
管
、
手
前
の
間
仕
切
り
壁
の
充
填
を
繰
り
返
し
、
切
断
し
た
充
填

管
は
撤
去
す
る
。
こ
の
た
め
、
立
坑
又
は
人
孔
か
ら
の
充
填
管
１

本
の
材
料
費
＋
設
置
費
＋
撤
去
費
を
計
上
す
る
。
 

 ・
 

 
 
②

立
坑
 
 

 
 

 
 
開
削
は
、
簡
易
土
留
＋
釜
場
排
水
と
す
る
。
 

 
 

 
 
工
事
用
道
路
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
仮
設
材
（
敷
き
鉄
板
、
プ
ラ
ロ
ー
ド
）
は
終
点
立
坑
の
仮
設
材
を
流
用
で
き
る
た
め
、
仮
設
材
の
設
置
・
撤
去
費
を
計
上
す
る
。
 

 

 

 

 
 

検
討
２
 

直
接
工
事
費
（
千
円
）
 

充
填
管
 

注
入
管
 

立
坑
設
置
・
撤
去
 

工
事
用
道
路
 

計
 

立
坑
な
し
 

立
坑
あ
り
 

検
討
１
 

直
接
工
事
費
（
千
円
）
 

充
填
管
 

注
入
管
 

立
坑
設
置
・
撤
去
 

工
事
用
道
路
 

計
 

立
坑
な
し
 

立
坑
あ
り
 

6
4
m
は
日
打
設
量
(
5
0
m
3
)
時
の
充
填
延
長
 

6
4
m
は
日
打
設
量
(
5
0
m
3
)
時
の
充
填
延
長
 

 
1086



 

 
 

検
討
３
 

直
接
工
事
費
（
千
円
）
 

充
填
管
 

注
入
管
 

立
坑
設
置
・
撤
去
 

工
事
用
道
路
 

計
 

立
坑
な
し
 

立
坑
あ
り
 

検
討
４
 

直
接
工
事
費
（
千
円
）
 

充
填
管
 

注
入
管
 

立
坑
設
置
・
撤
去
 

工
事
用
道
路
 

計
 

立
坑
な
し
 

立
坑
あ
り
 

6
4
m
は
日
打
設
量
(
5
0
m
3
)
時
の
充
填
延
長
 

6
4
m
は
日
打
設
量
(
5
0
m
3
)
時
の
充
填
延
長
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(
3
)
開
削
工
法
 

過
年
度
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
施
工
方
法
と
し
て
、
現
地
条
件
に
適
応
す
る

下
記
の
施
工
方
法
に
つ
い
て
経
済
比
較
が
行
わ
れ
、
最
も
経
済
的
な
「
建
て
込
み
簡
易
土
留
＋
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
」
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
過
年
度
の
比
較
検
討
を
も

と

に
、

送
水
管
が
φ
1
,
0
0
0
m
m
で
あ
り
、
周
辺
が
農
地
で
地
盤
改
良
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
建
て
込
み
簡
易
土
留
に
よ
る
掘
削
と
し
、
排
水
対
策
と
し
て
釜
場
を
設
置
す
る
。
（
簡
易
土
留
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
安
定
計
算
を
行
い
、
使

用
に
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
）
 

 

              

    

「
H
2
9
 
埜
原
支
線
用
水
路
補
足
設
計
業
務

」
P
1
1
-
1
3
0
,
1
3
3
 

(
4
)
釜
場
排
水
 

立
坑
を
設
置
す
る
始
点
お
よ
び
終
点
の
排
水
量
を
算
定
し
、
2
.
1
1
～
3
.
1
4
(
m
3
/
h
)
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
土
地
改
良
工
事
積
算
基
準
を
も
と
に
 

排
水
用
ポ
ン
プ
は
、

φ
5
0
m
m
×
１
台
と
す
る
。
  

 

土
地
改
良
工
事
積
算
基
準
(
土
木
工
事
)
よ
り
 

(
4
)
既
設
管
撤
去
・
開

削
範
囲
 

既
設
管
の
撤
去
範
囲
は
、
既
設
送
水
管
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
）
１
本
４
ｍ
す
る
。
ま
た
、
開
削
範
囲

は
既
設
管
撤
去
範
囲
に

両
側
１
ｍ
を
加
え
た

６
ｍ
と
す
る
。
な
お
、
既
設
管
撤
去
範
囲
は
、
充
填
管
と
し
て
挿
入
す
る
管
は
塩
ビ
管
４
ｍ
で
あ
る
た
め
、
挿

入
に
支
障
は
な
い
。
 

 

  
 

2
0
0

5

発
電

機
容

量

(
k
V
A
)

2 5 2
5

3
5

1
0
0

6
0

1 2
2
0
0

台
数 1 1

1
5
0

2
0
0

1
5
0

(
ｍ

3 /
ｈ

)

口
径

(
m
m
)

5
0

1
0
0

排
水

量

0
以

上
～

6
未

満

6
以

上
～

3
0
未

満

1 1

4
5
0
以

上
～

1
3
0
0
未

満

1
2
0
以

上
～

4
5
0
未

満

0
以

上
～

4
0
未

満

4
0
以

上
～

1
2
0
未

満
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４
．
充
填
 

(
1
)
充
填
管
 

1
)
材
料
 

①
立
坑
 

立
坑
か
ら
は
安
価
な
塩
ビ
管
（
定
尺
長

4
m
 
φ
5
0
）
を
挿
入
す
る
。
 

 ②
人
孔

 

人
孔
の
口
径
が
φ
8
0
0
m
m
で
あ
る
た
め
、
塩
ビ
管

（
定
尺
長

4
m
 
φ
5
0
）
が
挿
入
で
き
な

い
。
こ
の
た
め
、
柔
軟
性
を
有
し
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
二
層
管
を
使
用
す
る
。
 

  
 

 

2
)
配
置
 

管
内
へ
の
充
填
は
、
日
打
設
量
毎
に
間
仕
切
り
壁
を
設
け
て
区
切
り
、
各
区
切
り
の
中
央
へ
充
填
管
を
配
置
す
る
。
最
長
の
充
填
管
か
ら
開
始
し
充
填
完
了
後
に
手
前
の
充
填
管
の
充
填
を
開
始
す
る
。
充
填
管
は
存
置
と
す
る
。
 

 

(
2
)
空
気
抜
管
 

管
内

の
空

気
抜

き
及

び
充

填
完

了
を

確
認

す
る

た
め

、
空

気
抜

き
を

両
端

に
設

け
る

。
充

填
材

の
漏

れ
出

し
が

確
認

次
第

、
空

気
抜

き
管

を
閉

塞
す

る
。
 

 

(
3
)
間
仕
切
り
壁
 

間
仕
切
り
壁
は
、
管
内
が
狭
い
た
め
材
料
の
持
ち
運
び
が
容
易
な
布
製
型
枠
を
用
い
る
。
布
製
型
枠
は
、
型
枠
内
を
充
填
す
る
こ
と
で
管
内
を
密
閉
す

る
。
 

  

(
4
)
型
枠
充
填
管
 

間
仕
切
り
壁
へ
の
注
入
管
は
、
注
入
後
は
、
管
内
で
手
前
の
間
仕
切
り
壁
ま
で
の
切
断
、
洗
管
、
手
前
の
間
仕
切
り
壁
の
充
填
を
繰
り
返
し
、
切
断
し
た
充
填
管
は
撤
去
す
る
。
 

      

(
5
)
端
部
処
理
 

ス
パ
ン
の
端
部
は
、
立
坑
及
び
人
孔

に
接
し
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
レ
ン
ガ
に
よ
る
閉
塞
と
す
る
。
 

 

メ
ー
カ
ー
資
料
 

人
孔
か
ら
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
二
層
管
の
配
置

 

6
4
m
は
日
打
設
量
(
5
0
m
3
)
時
の
 

充
填
延
長
 

布
製
型
枠
施
工
例
（
左
：
型
枠
内
充
填
、
右
：
充
填
完
了
）
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５
．
施
工
計
画
 

(
1
)
プ
ラ
ン
ト
 

プ
ラ
ン
ト
は
、
設
置
プ
ラ
ン
ト
及
び
車
上
プ
ラ
ン
ト
が
あ
る
。
 

設
置

プ
ラ

ン
ト
で

は
注

入
圧

力
が

大
き

く
圧

送
距

離
や

日
打

設
量

が
大

き
く

で
き

る
が

、
注

入
ポ

ン
プ

や
サ

イ
ロ

と
い

っ
た

機
器

類
を

置
く

ヤ
ー

ド
面

積
が

広
く
必

要
と
な
る
と
と

も
に
、
搬

入
車
両
も
大
き

く
な
る
。

一
方
で
、
車
上

プ
ラ
ン
ト

は
、
圧
送
距
離

や
日
打
設

量
が
設
置
プ
ラ

ン
ト
に
劣

る
が
、
ヤ
ー
ド

面
積
は
小

さ
く

で

き
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
ト
の
移
動
が
容
易
で
あ
る
。
 

選
定
し
た
材
料
「
セ
メ
ン
ト
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
＋
可
塑
剤
（
ノ
ン
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
充
填
材
 
T
M
3
0
0
z
e
r
o
工
法
）
」
に
お
い
て
は
、
流
動
性
が
高
く
車
上
プ
ラ
ン
ト
と
し

て
も
圧
送
距
離

1
,
0
0
0
ｍ
、
日
打
設
量

4
0
～
5
0
㎥
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
ト
移
動
が
容
易
で
、
搬
入
車
両
や
施
工
ヤ
ー
ド
も
小
さ
く
で
き
る
こ
と
か
ら
、

車
上
プ
ラ
ン
ト
と
す
る
。
 

 

 

                (
2
)
施
工
ヤ
ー
ド
 

「
セ
メ
ン
ト
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
＋
可
塑
剤
（
ノ
ン
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
充
填
材
 
T
M
3
0
0
z
e
r
o
工
法
）
」
で
車
上
プ
ラ
ン
ト
と
し
た
場
合
に
、
必
要
と
な
る
施
工
ヤ
ー
ド
は
、
メ
ー
カ
ー
に
確
認
し
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

→
材
料
の
ス
ト
ッ
ク
場
所
、
水
タ
ン
ク
（
4
0
m
3
/
日
）
を
置
く
こ
と
を
考
慮
す
る
と

1
0
0
(
m
2
)
と
な
る
。
ま
た
、
給
水
車
や
ユ
ニ
ッ
ク
車
の
停
車
や
切
り
返
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
施
工
ヤ
ー
ド
を
設
定
す
る
。
 

  
(
3
)
工
事
用
道
路
 

各
作
業
工
程
に
必
要
な
車
両
を
下
表
に
示
す
。
各
車
両
の
中
で
、
車
体
幅
が
最
大
と
な
る
の
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
(
車
幅

2
.
8
m
)
を
積
載
し
た
低
床
式
ト
レ
ー
ラ
ー
で

3
.
0
m
と
な
る
。
 

こ
れ
ら
の
車
両
の
搬
入
に
あ
た
っ
て
は
、
既
設
道
路
が
周
辺
民
家
の
生
活
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
設
道
路
を
常
時
開
放
し
地
元
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
終
点
立
坑
及
び
人
孔
へ
は
、「

1
0
1
 
安
食
卜
杭
・
中
田
切
線
 
幅
員

6
m
」
よ
り
、
工
事

用
道
路
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
始
点
立
坑
は
新
埜
原
機
場
の
建
設
に
伴
い
耕
作
道
路
が
拡
幅
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
道
路
か
ら
工
事
用
道
路
を
設
置
す
る
。
 

工
事
用
道
路
は
、
路
盤
材
に
盛
土
を
必
要
と
し
な
い
プ
ラ
ロ
ー
ド
に
敷
き
鉄
板
を
布
設
す
る
。
プ
ラ
ロ
ー
ド
は
軽
量
の
た
め
人
力
で
設
置
し
、
敷
き
鉄
板
の
布
設
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
用
い
る
。
こ
の
た
め
、
低
床
式
ト
レ
ー
ラ
ー
で
、
工
事
用
道
路
始
点

ま
で
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
運
び
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
は
工
事
用
道
路
を
設
置
し
な
が
ら
、
立
坑
及
び
人
孔
へ
行
く
。
工
事
用
道
路
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
車
幅
が

2
.
8
m
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
車
道
幅
員
を

3
.
0
m
と
し
、
両
側
に
路
肩

0
.
5
0
m
を
加
え
、
4
.
0
m
と
す
る
。

 

 
 

工
程
 

使
用
車
両
 

備
考
 

充
填
 

6
t
ユ
ニ
ッ
ク
車
、
給
水
車
 

日
必
要
水
量
が

4
0
m
3
で
、
給
水
車
の
容
量
が

3
～
4
m
3
/
台
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
給
水
車
は

1
0
往
復
が
必
要
 

立
坑
設
置
 

掘
削
（
簡
易
土
留
）
：
バ
ッ
ク
ホ
ウ

0
.
8
m
3
 

バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
運
搬
に
は
低
床
式
ト
レ
ー
ラ
ー
が
必
要
 

工
事
用
道
路
 

敷
き
鉄
板
設
置
撤
去
：
バ
ッ
ク
ホ
ウ

0
.
8
m
3
 

車
上
プ
ラ
ン
ト
設
置
例
 

プ
ラ
ロ
ー
ド
カ
タ
ロ
グ
 

 
1090



 
 
 

 
1091
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(
4
)
工
程
表
 

充
填
作
業
期
間
は
約
３
カ
月
と
な
る
。
 

 [
T
M
3
0
0
-
z
e
r
o
工
法
 

4
ス
パ
ン
工
程
表
]
 

 
  

 

 

搬
入

・
組

立
　

段
取

替
え

　
段

取
替

え
　

段
取

替
え

始
点

立
坑

人
孔

１
人

孔
２

終
点

立
坑

解
体

搬
出

打
設

方
向

8
8

8
9

9
0

３
か

月

8
3

8
4

8
5

8
6

8
7

T
M

-
3
0
0

ze
ro

8
1

8
2

充
填

（
準

備
含

む
）

解
体

・
搬

出

7
8

7
9

8
0

搬
入

・
組

立
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
ト

移
設

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

6
8

6
9

7
0

7
1

7
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

8
9

1
0

1
1

1
2

日
　

　
程

１
か

月
２

か
月

1
2

3
4

5
6

7

TM
-3
00
ze
ro
 
４
ス
パ
ン
イ
メ
ー
ジ

始
点
立
坑

人
孔
１

人
孔
２

終
点
立
坑

プ
ラ
ン
ト

プ
ラ
ン
ト

プ
ラ
ン
ト

プ
ラ
ン
ト

注
入
管
ｴｱ
管

注
入
管

ｴｱ
管

ｴｱ
管

注
入
管

ｴｱ
管

58
m
(4
6m
3)

42
7m
(3
36
m
3)

52
1m
(4
10
m
3)

48
5m
(3
88
m
3)
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・事業概要説明資料
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